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　ピロリ菌感染により慢性胃炎が引き起こされ、全身性免疫反応に影響を及ぼすことがわかってい

る。しかしながら、免疫細胞と胃内細菌との間の直接的な関連性はまだ報告されていない。

　本研究はヒト胃粘膜におけるピロリ菌のDEC205による貪食作用とDEC205陽性マクロファージの

役割を調べた。培養細胞を使った実験において、DEC205が菌の細胞表面蛋白を認識して貪食し、

DEC205抗体で阻害ができることが判明した。またピロリ菌感染胃粘膜ではDEC205とCD14を発現し

たマクロファージが上皮細胞間に多数浸潤していることが判明し、末梢血中のリンパ球でも、感染し

ているヒトはDEC205の発現が増加していることを突き止めた。

　これらの知見は、DEC205を発現するマクロファージが全身性免疫に影響を与えるヒト胃粘膜にお

けるピロリ菌の認識において重要な役割を演じていることを示唆している。
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